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⽬的 低温⾼密度における２カラーＱＣＤの相図決定とスケール設定。
内容 Iwasakiゲージ作⽤と２フレーバーWilsonフェルミオン作⽤を格⼦作

⽤としたハイブリッドモンテカルロ法によるゲージ配位⽣成シミュ
レーションを⾏った。ゼロ密度・有限温度において⽣成した配位を
⽤いて、カイラル感受率を測った。有限温度・有限密度において⽣
成した配位を⽤いて、相図決定に必要な秩序変数（ポリヤコフルー
プ、ダイクォーク凝縮、クォーク数密度）を測った。

結果 カイラル感受率のピークからカイラル相転移温度Tcを決定し、格⼦
結合定数と格⼦間隔の関係からTcをリファレンスとした２つの温度
（0.39Tcと0.79Tc）で相構造を決定した。現在は、ハドロン質量や
フラックスチューブの密度依存性について
も調べているところである。

図）２カラーQCDの相図

利⽤した計算機 SX-ACE  OCTOPUS
ノード時間 約28000時間 約6200pt
使⽤メモリ 約20GB 約30GB
並列化 32並列 128並列




